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2000年のモンゴル経済

2000年は30年振りといわれる雪害（ゾド）に始まり、

2000年末にかけては年初よりもさらに厳しい雪害に見舞わ

れた。これにより多くの家畜が失われ牧畜業は大きな影響

を受けた。さらに家畜の伝染病である口蹄疫の被害もあっ

て肉の価格が上昇するなど、モンゴルの社会・経済に大き

な負荷がかかった。実質経済成長率は、1998年及び99年

の3.5％から2000年は1.3％に落ち込むという推計が出され

ている。主要な調査機関は、2000年のモンゴルの実質経済

成長率は4～4.5％と予測していたことを踏まえると、モン

ゴルの基幹産業を直撃した雪害の影響は深刻であった。

1993年以降、増加を続けてきた家畜頭数は、雪害の影響

で2000年は大幅な減少となり3,010万頭の家畜のうち350万

頭を失った。1年で約1割の家畜を失ったことになり、

1996年の水準まで落ち込んだことになる。若い家畜への被

害はさらに大きく、その頭数は前年比の2割減となってい

ることから、翌年への影響も心配される。

牧畜以外の農業も低調であった。作付け面積は全体で前

年比29.4％減となり、野菜の11％増以外は総じて1割以上

の減少である。そのため、主要農産品の生産量は野菜以外

は総じて減少した。

上半期までマイナス成長であった鉱工業生産額は下半期

に盛り返し、年間を通じてみると2.4％の成長率を達成し、

前年より1.1ポイント高い。鉱業部門が6.1％増と好調であ

った一方、工業部門が1.7％減となっている。

上半期末には肉の価格の上昇などにより17.4％を記録し

たインフレ率は下半期において価格が下落し、年末には

8.1％と前年より1.9ポイント下がった。前年末と比較して

特に価格の上昇が目立ったものは、ヒーティング使用料金

が2.5倍、水道の使用料金が7割高、薪が6割高、カシミヤ

のセーターが4割高となっている。

米ドル為替レートは、1999年末の1,072トグリグから、6

月末には1,065トグリクとなったものの年末には1,097トグ

リクと前年より下落した。貿易総額は、輸出、輸入の双方

で伸びて15.5％の増加である。輸出額が4億3,230万米ドル

で20.7％増、輸入額が5億7,420万米ドルで12％増となり、

貿易収支は1億4,190万米ドルの赤字となった。貿易赤字は

前年より1,260万米ドル改善された。前年と比較すると、

輸出は近隣諸国へは増加したがそれ以外の地域へは減少す

る一方で、輸入に関してはおおよそ全地域から増加した。

北東アジア地域では、輸出は中国及び韓国向けが増加した

一方でロシア及び日本向けは減少し、北朝鮮向けは実績な

しとなった。輸入に関しては、中国、韓国、ロシアからは

増加しているが日本及び北朝鮮からは減少となった。主要

な輸出産品である繊維・繊維製品、鉱物性製品、皮革・毛

皮及び同製品は揃って増加した。輸入に関しては、繊維・

繊維製品、鉱物性製品、調整食料品の増加が目立つ。

海外直接投資額は1億725万米ドルとなり前年比48％増とな

った。投資国別では中国（全体比41％）、韓国（全体比17％）、

日本（全体比16％）となっており、項目毎の投資額をみると、

軽工業、鉱物資源探査、商業の順となっている。

国家財政は、法人税や関税の大幅や増収により歳入が増

えたことにより、財政赤字は前年同様に改善された。

2000年の日本との経済関係

日本への輸出が811万米ドルで前年比26％減、日本から

の輸入は6,852万米ドルで前年比40％減となり、モンゴル

の対日貿易赤字は4,371万米ドル改善された。

日本からの直接投資額は1,715万米ドルで前年の4倍とな

っている。投資形態としては、合弁企業が20社で前年の2

倍、単独出資企業が3社で前年より1社減となっている。

（ERINA調査研究部研究員　浜田充）
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（注）失業者数は期末値。消費者物価上昇率は各年12月、2000年は各期末値。貨物輸送、財政収支は年初からの累積値。      �
（出所）モンゴル国家統計局、「モンゴル統計年鑑1999」、「モンゴル統計月報2000.12」      

1995年�1996年�1997年�1998年�1999年�00年1月～3月�00年1月～6月�00年1月～9月�00年1月～12月�


